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弘
経
寺
だ
よ
り 

年
の
瀬
の
想
い 

 
 
 

主
管 

金
田
大
祐 

イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
身
に
纏
っ
て
い
た
葉

を
す
っ
か
り
落
と
す
と
、
弘
経
寺
の
庭
に
降

り
積
も
っ
た
葉
は
金
色
の
絨
毯
に
な
る
。
毎

年
、
こ
の
金
色
の
絨
毯
と
共
に
弘
経
寺
に
冬

が
や
っ
て
く
る
。
夏
の
む
せ
か
え
る
よ
う
な

若
葉
の
薫
り
も
好
き
だ
が
、
私
は
冬
の
朝
の

境
内
に
満
ち
て
い
る
凍
る
よ
う
な
キ
リ
リ

と
し
た
空
気
も
好
き
だ
。
暖
か
な
春
や
夏
ば

か
り
で
な
く
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
に
も
冬
の

装
い
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
弘
経
寺
の
自

然
は
ま
さ
に
「
恵
み
」
で
あ
る
。 

 

私
は
「
挑
戦
す
る
」
こ
と
に
魅
力
を
感
じ

る
。
ハ
ワ
イ
へ
行
っ
た
時
も
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
へ
行
っ
た
時
も
、
陶
芸
の
世
界
へ
飛
び
込

ん
だ
時
も
、
こ
こ
飯
沼
弘
経
寺
へ
来
た
時
も
、

私
は
何
か
新
し
い
こ
と
に
対
す
る
期
待
で
、

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
し
た
。 

人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。
人
間
の

存
在
そ
の
も
の
が
一
人
で
は
あ
り
え
な
い

（
父
母
や
祖
父
母
、
御
先
祖
が
い
な
け
れ
ば

自
分
は
今
こ
こ
に
存
在
し
得
な
い
）の
だ
か

ら
、
そ
れ
は
真
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
死
ぬ

時
、
人
は
孤
独
で
あ
る
。
極
楽
浄
土
へ
は
誰

も
一
緒
に
は
行
っ
て
く
れ
な
い
。
一
人
で
旅

立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

も
し
か
し
た
ら
、
「
死
ぬ
」
こ
と
も
一
つ

の
「
挑
戦
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
経
験
し

た
事
の
な
い
こ
と
に
臨
み
、
行
っ
た
こ
と
の

な
い
と
こ
ろ
へ
一
人
で
旅
立
っ
て
行
く
の

だ
か
ら
。 

 
今
年
は
私
個
人
に
と
っ
て
、
人
生
の
中
で

最
も
思
い
出
深
い
年
の
一
つ
と
な
っ
た
。
弘

経
寺
本
堂
の
落
慶
式
が
行
わ
れ
た
年
と
し

て
私
の
記
憶
に
い
つ
ま
で
も
残
る
こ
と
だ

ろ
う
。
本
堂
改
修
工
事
や
落
慶
を
通
し
て
、

沢
山
の
素
晴
ら
し
い
出
会
い
が
あ
っ
た
。
し

か
し
そ
の
一
方
で
、
こ
の
一
年
の
間
に
悲
し

い
別
れ
も
あ
っ
た
。 

出
会
い
と
別
れ
、
生
き
る
こ
と
と
死
ぬ
こ

と
。
こ
の
二
つ
の
相
反
す
る
真
実
を
抱
え
な

が
ら
、
私
達
は
生
き
て
い
る
。
「
来
年
は
ど

ん
な
年
に
な
る
の
だ
ろ
う
？
」
年
の
瀬
に
は

い
つ
も
、
こ
ん
な
不
安
と
希
望
が
入
り
混
じ

っ
た
心
地
に
な
る
。
で
も
、
ど
ん
な
こ
と
が

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、ワ
ク
ワ

ク
ド
キ
ド
キ
す
る
。
喜
び
も
悲
し
み
も
、
良

い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
、
す
べ
て
「
恵
み
」

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
強
い
人

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
新
し
い
年
を
迎
え

た
い
。 

 大
本
山
増
上
寺
御
法
主 

成
田
有
恒
台
下 

表
葬
儀 

  

十
一
月
四
日
午
後
二
時
、
大
本
山
増
上
寺

第
八
七
世
法
主 

成
田
有
恒
台
下 

表
葬
の

儀
が
、
総
本
山
知
恩
院
門
跡
浄
土
門
主 

坪

井
俊
映
猊
下
御
導
師
の
も
と
、
増
上
寺
大
殿

に
て
し
め
や
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。 

石
塚
良
政
さ
ん
、
飯
田
喜
一
さ
ん
、
五
木

田
芳
夫
さ
ん
、
渡
辺
武
徳
さ
ん
、
飯
田
孝
夫

さ
ん
、
海
老
原
泰
治
さ
ん
、
海
老
原
正
美
さ

ん
、
石
塚
丞
さ
ん
、
金
田
主
管
の
八
名
が
別

院
弘
経
寺
を
代
表
し
て
参
列
し
ま
し
た
。
成

田
有
恒
大
僧
正
台
下
を
偲
び
、
特
に
弘
経
寺

に
と
り
ま
し
て
は
本
堂
落
慶
に
際
し
ま
し

て
の
一
方
な
ら
ぬ
ご
教
導
に
感
謝
し
、
参
列

者
一
同
心
か
ら
の
お
念
仏
を
手
向
け
ま
し

た
。 

 増
上
寺
新
法
主
に
八
木
季
生
台
下
御
就
任 

先
般
御
遷
化
さ
れ
た
成
田
有
恒
台
下
の

後
任
に
、
大
本
山
増
上
寺
教
監 

東
京
教
区

豊
島
組
一
行
院
住
職 

八
木
季
生
上
人
が
第

八
十
八
世
法
主
と
し
て
、
十
一
月
二
十
一
日

に
開
か
れ
た
第
三
回
法
主
推
戴
委
員
会
に

て
満
場
一
致
で
推
戴
さ
れ
ま
し
た
。 

新
法
主
台
下
の
略
歴
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

生
年
月
日 

昭
和
四
年
六
月
二
日 

満
七
九
歳 

昭
和
六
二
年 

東
京
教
区
教
化
団
長 

平
成  

七
年 

浄
土
宗
東
京
事
務
所
長 

平
成
一
二
年 

増
上
寺
布
教
師
会
会
長 

平
成
一
四
年 

増
上
寺
布
教
師
会
副
会
長 

平
成
一
六
年 

増
上
寺
教
監 

尚
、
一
一
月
二
六
日
に
関
係
者
参
列
の
も

と
入
山
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

弘
経
寺
十
夜
法
要 

去
る
十
一
月
十
八
日
、
弘
経
寺
本
堂
に
て

十
夜
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
新
本
堂
が
立

派
に
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
今
年
か
ら
百
万

遍
数
珠
繰
が
復
活
し
ま
し
た
。
水
海
道
部
内

御
寺
院
の
御
住
職
方
と
参
列
さ
れ
た
お
檀

家
の
方
々
が
輪
に
な
っ
て
大
数
珠
を
繰
り

な
が
ら
、
九
月
六
日
に
御
遷
化
さ
れ
た
大
本

山
増
上
寺
大
僧
正
成
田
有
恒
台
下
、江
口
定

信
弘
経
寺
前
住
職
御
三
回
忌
の
ご
回
向
、
そ

し
て
、
弘
経
寺
有
縁
の
先
亡
諸
精
霊
の
ご
回

向
を
し
ま
し
た
。 

百
万
遍
数
珠
繰
は
弘
経
寺
に
伝
わ
る
大

事
な
伝
統
行
事
で
す
。
来
年
も
十
夜
法
要
等

の
法
会
で
営
み
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
列
く

だ
さ
い
。 

 

浄
焚
式 


 

日
時 

平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日 

 

午
後
十
一
時 
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お
悔
や
み 

阿
弥
陀
様
の
慈
光
の
中
、
次
の
方
が
極

楽
へ
往
生
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
〇
月
一
二
日 

石
井
森
之
助
殿 

八
六
歳 

一
〇
月
一
八
日  

飯
田
有
二
殿  

八
九
歳 

一
一
月  

四
日  

古
谷
水
三
殿  

七
五
歳 

十
一
月  

七
日  

西
山 

茂 

殿  

七
四
歳 

十
一
月
一
八
日  

落
合
礼
子
殿  

七
九
歳 

一
二
月
一
二
日 

海
老
原
国
枝
殿 

八
七
歳 


 

場
所 

飯
沼
弘
経
寺 

境
内 

  
浄
焚
式
で
は
、
古
損
し
た
仏
像
、
経
巻
、

位
牌
、
御
札
等
を
お
浄
め
し
て
、
お
焚
き
上

げ
い
た
し
ま
す
。
お
焚
き
上
げ
し
て
ほ
し
い

も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
日
の
午
後
十

時
半
に
弘
経
寺
（
℡
〇
二
九
七(

二
四)

〇
八

九
五
）
へ
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

 

修
正
会 

  

修
正
会
と
い
う
の
は
お
正
月
に
修
す
る

法
会
の
こ
と
で
す
。
こ
の
修
正
会
は
新
し
い

年
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
世
界
の
平
和
、

そ
し
て
こ
の
一
年
皆
が
幸
せ
に
な
る
よ
う

に
お
祈
り
し
ま
す
。 

そ
の
修
正
会
を
当
山
で
は
左
記
の
通
り

営
み
ま
す
。
是
非
、
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。 


 

日
時 

平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日 

 

午
後
十
一
時
五
〇
分 


 

場
所  

本
堂 

 

初
薬
師 

｢

薬
師
堂｣

は
徳
川
千
姫
様
の
所
願
に
よ

り
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
護

摩
木
祈
願
と
は
こ
の
薬
師
堂
内
に
安
置
さ

れ
る
薬
師
如
来
に
、
皆
様
の
お
願
い
事
を
護

摩
木
に
書
い
て
御
祈
願
す
る
も
の
で
す
。 

御
祈
願
の
日
程
等
は
左
記
の
通
り
で
す
。

是
非
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。 


 

日
時 

平
成
二
十
一
年
一
月
三
日(

土)
 

 

午
前
十
時 


 

場
所 

弘
経
寺｢

薬
師
堂｣

前 


 

申
込
方
法 

 

同
封
の
申
込
用
紙
に
ご

記
入
の
上
、
冥
加
料(

一
件
に
つ
き
五

〇
〇
円)

を
添
え
て
、
当
日
ご
持
参
い

た
だ
く
か
、
当
日
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
は
現
金
書
留
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

江
口
定
信
前
住
職 

三
回
忌 

十
一
月
二
十
八
日
午
後
二
時
、
当
山
第
八

六
世
住
職 

江
口
定
信
上
人
の
三
回
忌
が
増

上
寺
執
事 

石
田
祐
寛
上
人
御
導
師
の
も
と
、

浦
安
大
蓮
寺
（
江
口
隆
定
住
職
）
に
て
営
ま

れ
ま
し
た
。
当
山
か
ら
は
金
田
主
管
が
弘
経

寺
を
代
表
し
て
参
列
い
た
し
ま
し
た
。 

四
月
の
落
慶
式
後
、
檀
家
は
勿
論
、
大
勢

の
参
拝
者
に
新
し
い
本
堂
の
完
成
を
喜
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
の
御
報
告
を
お

念
仏
の
声
に
の
せ
て
、
江
口
前
住
職
の
御
霊

前
に
奉
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

弘
経
寺
山
林
整
備 

十
二
月
七
日
午
前
九
時
か
ら
境
内
裏
山

の
整
備
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
業
の
た

め
に
汗
を
流
し
て
下
さ
っ
た
の
は
本
田
弘

さ
ん
、
石
塚
良
政
さ
ん
、
飯
田
喜
一
さ
ん
、

五
木
田
芳
夫
さ
ん
、
飯
田
孝
夫
さ
ん
、
稲
葉

威
穂
さ
ん
、
海
老
原
泰
治
さ
ん
、
石
塚
丞
さ

ん
、
飯
沼
静
夫
さ
ん
、
片
岡
蕃
さ
ん
の
十
名

で
し
た
。
ま
た
、
お
昼
に
は
お
い
し
い
と
ん

汁
を
飯
田
す
み
さ
ん
に
差
し
入
れ
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

お
陰
様
で
、
本
堂
も
立
派
に
な
り
、
裏
山

も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、弘
経
寺

へ
お
参
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
度
作
業
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

十
八
檀
林
霊
場
会
総
会 

十
二
月
九
日
午
後
六
時
、
か
つ
て
浄
土
宗

の
学
問
所
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
関
東

十
八
檀
林
の
各
寺
院
代
表
者
が
集
ま
り
、
東

京
の
八
重
洲
富
士
屋
ホ
テ
ル
に
て
「
関
東
十

八
檀
林
霊
場
会
」
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

金
田
主
管
が
別
院
弘
経
寺
を
代
表
し
て
出

席
し
ま
し
た
。 

会
長
に
長
谷
川
匡
俊
大
巌
寺
住
職
、事
務

局
長
に
長
谷
川
俊
哉
同
副
住
職
、
顧
問
に
大

本
山
増
上
寺
の
八
木
季
生
法
主
、
大
本
山
光

明
寺
の
宮
林
昭
彦
法
主
が
就
任
さ
れ
、
今
後

の
事
業
計
画
等
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

「
平
成
二
十
三
年
法
然
上
人
八
百
年
大

御
忌
に
向
け
て
、
信
仰
強
化
、
活
動
や
事
業

を
流
動
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
と
考
え
、
先
人
達
が
行
っ
て
き
た
十
八
檀

林
霊
場
巡
り
を
新
た
に
展
開
し
た
い
」
と
い

う
設
立
理
念
の
も
と
、
今
後
他
の
檀
林
の
御

寺
院
が
一
丸
と
な
っ
て
会
を
発
展
さ
せ
て

ゆ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 清
掃
当
番 

十
一
月
十
六
日
（
日
）
溜
井
、
水
海
道
地

区
の
皆
様
に
お
寺
の
境
内
・
堂
内
を
き
れ
い

に
清
掃
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
来
年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 浄
財
勧
募
の
ご
報
告 

平
成
二
十
年
十
一
月
ま
で
に 

七
〇
、
四
一
五
、
三
四
二
円 

の
本
堂
改
修
工
事
の
た
め
の
ご
浄
財
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 
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一
七
世 

一
六
世 

一
五
世 

一
四
世 

一
三
世 

一
二
世 

一
一
世 

一
〇
世 

九
世 

九
世 

八
世 

七
世 

六
世 

五
世 

四
世 

三
世 

二
世 

開
山 

生
蓮
社
乗
誉
涼
風
珂
天
大
和
尚 

源
蓮
社
真
誉
相
閑
大
和
尚 

源
蓮
社
玄
誉
上
人
知
鑑
大
和
尚 

南
蓮
社
辯
誉
無
極
上
人
利
山
大
和
尚 

法
蓮
社
住
誉
上
人
以
傳
大
和
尚 

深
蓮
社
心
誉
上
人
文
宗
大
和
尚 

良
蓮
社
南
誉
慈
眼
上
人
雪
念
大
和
尚 

團
蓮
社
照
誉
上
人
遊
岳
了
学
大
和
尚 

道
蓮
社
玄
誉
上
人
善
慶
天
機
大
和
尚 

宣
蓮
社
檀
誉
九
五
上
人
存
把
大
和
尚 

堯
蓮
社
宣
誉
上
人
真
我
祖
白
大
和
尚 

各
蓮
社
見
誉
上
人
退
堂
善
悦
大
和
尚 

一
蓮
社
堯
誉
上
人
還
魯
文
宗
大
和
尚 

星
蓮
社
鎮
誉
魯
耕
上
人
祖
洞
大
和
尚 

曜
蓮
社
一
誉
愚
得
上
人
宗
悦
大
和
尚 

傳
蓮
社
曜
誉
上
人
酉
冏
大
和
尚 

聖
蓮
社
了
暁
上
人
慶
善
大
和
尚 

聰
蓮
社
嘆
誉
上
人
良
肇
大
和
尚 

三
五
世 

三
四
世 

三
三
世 

三
二
世 

三
一
世 

三
〇
世 

二
九
世 

二
八
世 

二
七
世 

二
六
世 

二
五
世 

二
四
世 

二
三
世 

二
二
世 

二
一
世 

二
〇
世 

一
九
世 

一
八
世 

海
蓮
社
性
誉
運
岸
大
和
尚 

證
蓮
社
学
誉
上
人
生
阿
冏
鑑
大
和
尚 

本
蓮
社
然
誉
上
人
沢
春
大
和
尚 

玄
蓮
社
盛
誉
湛
栄
上
人
良
松
大
和
尚 

正
蓮
社
覚
誉
猶
海
上
人
意
哲
大
和
尚 

明
蓮
社
顕
誉
祐
天
大
和
尚 

真
蓮
社
證
誉
独
清
上
人
雲
臥
大
和
尚 

真
誉
路
継
上
人
円
意
大
和
尚 

信
蓮
社
詮
誉
白
玄
大
和
尚 

用
蓮
社
寂
誉
上
人
實
道
是
真
大
和
尚 

念
蓮
社
貞
誉
了
世
大
和
尚 

入
蓮
社
流
誉
願
海
故
岩
大
和
尚 

信
蓮
社
生
誉
霊
玄
大
和
尚 

正
蓮
社
真
誉
感
栄
大
和
尚 

性
蓮
社
全
誉
茂
産
大
和
尚 

曲
蓮
社
貴
誉
天
爾
上
人
万
量
大
和
尚 

合
蓮
社
明
誉
檀
通
大
和
尚 

直
蓮
社
玄
誉
森
阿
上
人
万
無
大
和
尚 

五
三
世 

五
二
世 

五
一
世 

五
〇
世 

四
九
世 

四
八
世 

四
七
世 

四
六
世 

四
五
世 

四
四
世 

四
三
世 

四
二
世 

四
一
世 

四
〇
世 

三
九
世 

三
八
世 

三
七
世 

三
六
世 

法
蓮
社
性
誉
本
阿
大
空
妙
瑞
大
和
尚 

誠
蓮
社
實
誉
上
人
聖
阿
興
玄
大
和
尚 

大
蓮
社
現
誉
上
人
身
阿
満
空
在
心
大
和
尚 

稱
蓮
社
観
誉
上
人
遇
光
了
傳
大
和
尚 

清
蓮
社
浄
誉
円
海
大
和
尚 

到
蓮
社
典
誉
上
人
清
阿
知
瑛
大
和
尚 

金
蓮
社
覚
誉
上
人
如
阿
教
意
大
和
尚 

心
蓮
社
歓
誉
上
人
喜
受
辯
秀
大
和
尚 

聖
蓮
社
神
誉
上
人
悟
心
冲
阿
霊
妙
大
和
尚 

潤
蓮
社
曹
誉
上
人
慈
孝
澤
真
大
和
尚 

厳
蓮
社
麗
誉
善
阿
上
人
自
爾
順
真
大
和
尚 

遣
蓮
社
喚
誉
慈
風
雲
頂
大
和
尚 

迎
蓮
社
聖
誉
騰
雲
大
和
尚 

速
蓮
社
就
誉
辯
良
大
和
尚 

入
蓮
社
走
誉
大
僧
正
一
阿
連
察
大
和
尚 

任
蓮
社
運
誉
仰
故
信
阿
上
人
和
春
大
和
尚 

名
蓮
社
称
誉
上
人
圓
阿
真
察
大
和
尚 

正
蓮
社
堅
誉
不
却
上
人
往
的
大
和
尚 

開
法
蔵
（
二
） 

  

飯
沼
弘
経
寺
の
開
山
上

人
か
ら
当
代
住
職
（
八
十
七

世
）
に
至
る
ま
で
の
歴
代
住

職
の
法
名
を
表
に
記
し
ま

し
た
。 

千
姫
様
に
浄
土
宗
の
戒

を
授
け
た
了
学
上
人
、
累
の

た
た
り
を
鎮
め
た
祐
天
上

人
も
飯
沼
弘
経
寺
の
歴
代

住
職
と
し
て
そ
の
名
を
残

し
て
い
ま
す
。 
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第
七
九
世
の
代
よ
り
弘
経
寺
は
大
本
山

増
上
寺
の
別
院
と
な
り
、
弘
経
寺
の
住
職

は
増
上
寺
の
執
事
長
が
兼
務
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

七
一
世 

七
〇
世 

六
九
世 

六
八
世 

六
七
世 

六
六
世 

六
五
世 

六
四
世 

六
三
世 

六
二
世 

六
一
世 

六
〇
世 

五
九
世 

五
八
世 

五
七
世 

五
六
世 

五
五
世 

五
四
世 

行
蓮
社
慈
誉
上
人
善
阿
修
徳
彦
孝
大
和
尚 

正
蓮
社
因
誉
上
人
浄
阿
進
業
大
順
大
和
尚 

神
蓮
社
洞
誉
上
人
信
阿
慧
力
専
達
大
和
尚 

轉
蓮
社
法
誉
上
人
輪
阿
一
道
在
融
大
和
尚 

百
蓮
社
笑
誉
上
人
唯
阿
秦
冏
大
和
尚 

貫
蓮
社
綜
誉
上
人
練
阿
諦
山
大
和
尚 

誠
蓮
社
諦
誉
上
人
超
阿
哲
厳
大
和
尚 

憲
蓮
社
章
誉
上
人
真
阿
智
典
大
和
尚 

信
蓮
社
常
誉
上
人
頼
阿
念
我
大
和
尚 

光
蓮
社
明
誉
上
人
摂
阿
徳
翁
大
和
尚 

圓
蓮
社
功
誉
上
人
在
阿
念
成
大
和
尚 

徳
蓮
社
戒
誉
上
人
見
阿
時
習
定
学
大
和
尚 

等
蓮
社
迎
誉
上
人
海
阿
通
玄
貞
厳
大
和
尚 

乗
蓮
社
運
誉
上
人
真
阿
観
善
大
和
尚 

曼
蓮
社
丈
誉
應
阿
遊
浄
澤
亮
大
和
尚 

宝
蓮
社
熏
誉
香
阿
在
禅
大
和
尚 

體
蓮
社
聖
誉
上
人
心
阿
具
堂
霊
麟
大
和
尚 

龍
蓮
社
利
誉
円
徹
大
和
尚 

 
 

 
 

八
七
世 

八
六
世 

八
五
世 

八
四
世 

八
三
世 

八
二
世 

八
一
世 

八
〇
世 

七
九
世 

七
八
世 

七
七
世 

七
六
世 

七
五
世 

七
四
世 

七
三
世 

七
二
世 

 
 

 
 

 

楠
美
知
仁
上
人 

煌
夢
洞
院
純
蓮
社
眞
譽
上
人
念
阿
慈
光
定
信
上
座
大
和
尚 

楞
厳
心
院
勇
蓮
社
哲
誉
上
人
覚
阿
精
進
善
雄
上
座
大
和
尚 

光
闡
心
院
深
蓮
社
諦
誉
上
人
念
阿
法
海
幸
進
上
座
大
和
尚 

青
巌
光
院
真
蓮
社
實
誉
上
人
誠
阿
至
道
徹
隆
法
務
大
和
尚 

金
剛
法
院
行
蓮
社
精
誉
上
人
道
阿
不
染
明
進
上
座
大
和
尚 

最
勝
光
院
寛
蓮
社
教
誉
上
人
明
阿
知
見
了
道
上
座
大
和
尚 

清
浄
光
院
深
蓮
社
正
誉
上
人
念
阿
光
山
明
道
上
座
大
和
尚 

無
上
心
院
真
蓮
社
一
誉
上
人
法
阿
二
空
達
雄
法
務
大
和
尚 

深
蓮
社
法
誉
上
人
忍
阿
不
退
道
貫
大
和
尚 

嘉
藤
兼
静
上
人 

聖
蓮
社
法
誉
上
人
念
阿
紫
岳
登
峰
玄
徹
大
和
尚 

福
聚
海
院
柔
蓮
社
順
誉
上
人
忍
阿
無
生
大
英
上
座
大
和
尚 

現
蓮
社
紅
誉
観
琇
大
和
尚 

常
蓮
社
在
誉
禅
純
大
和
尚 

法
蓮
社
壱
誉
上
人
貫
阿
無
礙
学
翁
大
和
尚 

    

楠
美
知
仁 

江
口
定
信 

野
口
善
雄 

野
呂
幸
進 

廣
本
徹
隆 

金
田
明
進 

宮
嶋
了
道 

光
山
明
道 

里
見
達
雄 

豊
島
道
貫 

嘉
藤
周
静 

嘉
藤
玄
徹 

桑
原
大
英 

      

    
上
人 

上
人 

上
人 

上
人 

上
人 

上
人 

上
人 

上
人 

上
人 

上
人 

上
人 

上
人 

上
人 

      


